
　今、地域経済は「元気」を求めております。地域経済が元気

になるためには、元気な起業家や事業者の活躍が不可欠です。 

　元気な地域経済を目指し、夢を創り、夢を実現す
るため、独立して起業したい人、社内で新たな事業を展
開したい人、ふるさとを元気にしたい人を対象に、起業にあた

っての心構えや事業アイディアの構想化、事業計画作成方法な

どを学んでいただく、『いわて起業家大学』を開催します。奮っ

て「いわて起業家大学」にご参加ください。 

いわて起業家大学 

・　創業しようとする人 
・　創業間もない人 
・　事業後継者・社内ベンチャー 

ファーストステージ 
（セミナー形式） 

○　起業家マインドパワーアップ講座 
○　ビジネスプラン作成講座 

セカンドステージ 
（選定されたビジネスプランの検討） 

○　ビジネスシミュレーション講座 
○　ビジネスプラン発表会 

創造的な発想の 
できる人・起業家の卵へ 

first 
stage

second 
stage

　『いわて起業家大学』は、地方自

治体等主催の起業家セミナーと

しては全国に先駆け、平成７年度

から開催しています。 

　この間、起業に関心を持つサラ

リーマン、主婦、学生、企業ＯＢな

どの皆様に幅広く受講をいただ

いた結果、修了生は273名にのぼ

り、この中から54名の新規創業

者が誕生しています。 

　今年度は、受講料を無料としており、すでに開催した上期コースは

定員を超える受講申込をいただき、大変な盛況でした。 

　カリキュラムは、右図のような２段階形式で、受講生のアイディア

や技術をビジネスとして成功させるためのノウハウを、経験豊富な

講師が熱血指導します。 

　この講座は、新規事業のコツを掴むまたとない機会ですので、ぜひ

ご応募ください。 

受講 

事業計画提出 

終了 

※受講生のプライバシーは厳守します。 

 新産業推進課 TEL 019-621-5070　FAX 019-621-5480 
  URL http://www.joho-iwate.or.jp/info/kigyouka 
  E-mail　shinsangyo@joho-iwate.or.jp

お申込み・ 
お問合わせ先 

いわて起業家大学 
～下期（日曜昼コース）受講生募集～ 

講師：福島正伸先生 

平成14年度実施要項 
主　　催 岩手県、財団法人いわて産業振興センター 
期　　間 平成14年11月10日～平成15年3月15日 
 (計10回日曜開催　時間は午後1時から 
 5時まで) 
講　　師 （株）アントレプレナーセンター 
 代表　福島　正伸氏 
会　　場 盛岡駅西口マリオス18階会議室　他 
受 講 料  無料 
定　　員 1コース100名・先着順。定員になり次第締切 
申込方法 所定の申込書により郵送、FAXで申込 
 ※ホームページからの申込みもできます。　 

産業情報いわて 1312 sangyo joho-iwate

和同産業(株) 
創業：昭和16年5月 
従業員数：145名 
資本金：49,000千円 
所在地：花巻市実相寺 
  410 
業種：機械（除雪機、草 
 刈機など）の開 
 発、製造、販売 三國取締役社長 

　このコーナーは当センターの「設備貸与制度」を利用している企業に

メリットなどをお聞きし、皆さんの参考にしていただこうというもの

です。今回ご紹介する和同産業(株)は、設備貸与制度を昭和48年11月以

来19回利用し、その後売上を順調に伸ばしています。設備貸与のメリッ

トや今後の見通しなどを、同社の三國慶耿取締役社長に伺いました。 
※「設備貸与制度」＝当センターが設備を購入し利用者に長期・低利で貸与する制度 

貸与制度利用の企業に聞く 

Q.　貸与制度を利用したきっかけは？ 
　またメリットはありましたか？ 
 

Q.　今後貸与制度に望むことは？ 

Q.　これからの見通しを教えてください。 
Q.　売上を順調に伸ばしていますね。 

みくに　よしあき 

 
　貸与制度は、昭和48年から19回利用
しております。 
　当時は自己資本が少なく、担保余力も
あまりなかったことから、貸与制度を利
用させてもらいました。そういうことで、
運転資金は銀行から借り、設備投資は貸
与制度やリースで対応することを基本方
針としてきております。銀行借入の場合、
不動産担保が必要な場合が多いですし、
使える額にも限りがあります。銀行借入
は主に運転資金に充てますので、貸与制
度はありがたい存在だと思っています。 
　最近では、平成13年に貸与制度で電
着塗装装置※を導入しました。主力製品
の除雪機の塗装に使うための導入でし
たが、この装置のおかげで、他社から塗
装の仕事も入るようになりました。 
　3月頃の導入だったので、忙しくなる
秋頃までには作業員が機械に習熟する
こともできました。導入が遅れていたら、
忙しい時期に機械を使いこなせなかっ
たかもしれません。 
　このときは、（中小企業経営革新支援
法の承認企業に対する）1億円まで貸与
を受けられる制度を利用しましたが、こ
れは助かりましたね。 
 
　 
　今年も昨年度に比べ10％ほど売上が
伸びる見込みです。 

　除雪機は大手企業のOEM生産も行っ
ていますが、自社ブランドでも製品を販
売しております。自社ブランドはハイリ
スク・ハイリターンです。販売力は大手
にはかないませんが、同じものを同じ台
数売っても、粗利益に差があります。 
　ただ、大手とつきあうメリットは大き
いですね。大手は情報の多さが違います
から。それに、除雪機という狭い市場でも、
新しい技術を取り入れた製品を次々と
開発してきます。それが私たちにもいい
刺激になります。 
　大手から20％コストダウンしてほし
いとの依頼があったため、そのための指
導を依頼したところ、専門家を派遣して

手法を教えてくれました。
もちろん我々も努力し
ましたので、コストダ
ウンに成功することが
できました。大手は、言
うことは厳しいですが、
その分、我々に貴重な
財産をもたらしてくれ
ますね。 
　わが社はがんばれば、
もっと売上を伸ばすこ
ともできるでしょうが、
大量生産をするつもり
はありません。大量生産
に手をつけたら、人件費

が1/10と言われる中国にはかないませ
んから。 
　大量生産しなくても、大きな売上がね
らえる製品を狙っていきます。 
 
 
　貸付限度額や貸付期間などを時代に
合わせて見直し、中小企業の支援制度と
して、より一層の充実を図っていってほ
しいですね。 
 
 
　現在、排水処理装置や大型焼却炉に力
を入れています。いまは除雪機が主力で
すが、5年くらいのサイクルで主力製品
を変えていく必要があるでしょう。売れ
る製品を作っていけば、次に売れる製品
の開発にも着手できるわけですから。一
つの製品が売れているからといってあ
ぐらをかいていてはいけませんね。 
　ただし、当社の場合、売上が落ちても
景気のせいにはできません。完成品を作っ
ているのですから。全部自己責任で、他
社にないものを作り上げていかなくて
はいけません。 
　これからも次の世代に財産を残せる
ような製品を作っていきたいと思います。 
 
※塗料槽に浸した原材料に電流を通して塗料を
定着させる特殊な塗装 

 

 
 

電着塗装装置 

（上）工場内　（下）製品ラインナップ 
（右）同社で製造した除雪機 
 

※ 


